
１．研究開始当初の背景
近未来予測の基礎情報として，1990 年代から
多数の氷床コアや海底コアが取得され分析さ
れて地球環境変動を明らかにしてきた．しか
し，実際に人間が活動する場所における精度
の良い基礎情報は十分に取得されていなかっ
た．そのため，海底や氷床の膨大な情報が存
在しても，人間を取り巻く環境の変化をモデ
ル化して予測することに直接の寄与は限られ
ていた．その傾向は，特にアジアの人口・産
業密集地域において著しく，この問題の解決
のためには，環境を異にする地球上の多くの
地域でより精度良く過去の環境変動や自然災

害の発生を解明することが必要であった．研
究代表者らは，1997 年度から過去数万年間
の環境変動と自然災害の発生時期をより高い
時間分解能で解明することを目標とした研究
を継続してきた．一連の研究では，主に放射
性炭層同位体年代を用いた高精度年代決定手
法を開発し，実用化させてきた．同時に，一
連の研究の一環として，環境変動と自然災害
の性質や空間的拡がりも検討してきた．2005
年からの４年間の研究では，それまでの成果
を近未来予測に結びつけるための，方法論的
な問題の検討を技術的な問題の解決と併せて
行った．その成果と設備を活用して，より積

研究成果の概要：地球表層の物質を対象とする汎用性の高い新しい年代測定手法を取り入れ，
複数の年代測定の長所を集めて，高度な表層地質の年代決定を行った．地球環境変動・自然
災害予測の研究にこの高度な年代決定手法を応用し近未来予測精度の向上を実現した．さら
に，地域と環境に応じた地球環境変動と自然災害の履歴解明の手法を火山灰，沖積低地，サ
ンゴ礁，変動地形などを対象に体系化し，普遍的な適用の方法を検討した．
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極的に近未来予測を行うための研究を提案し
た．申請と前後して，2004 年スマトラ沖大地
震とインド洋大津波，2004 年新潟県中越地
震による大きな災害が発生し，自然災害素因
と誘因の解明が研究代表者らの重要な使命と
なった．また，2007 年に向けた IPCC AR4
に向けた研究成果の総括も本格化しており，
本研究はきわめて時宜を得た重要な研究とし
て開始された．

２．研究の目的
(1) 近未来予測の根拠となる地形・地質情報の

時空間分布，特にその偏りと欠落を解明す
るための研究手法の確立．

(2) 地形・表層地質データの分解能の検証と定
量的評価の手法の確立および分解能改良手
法の体系化 . 予測精度向上のためのカタロ
グの質的・量的改善とその手法確立．

(3) 年代決定の普遍化，高精度化，年代値の信
頼性の客観的表手法の検討．

(4) フィールド調査にもとづく近未来予測の実
施とその精度・信頼度評価の試行．

(5) 第四紀後期の地形・表層地質分析技術の改
良と年代決定の高度化を基盤とし，その技
術とデータを合理的な近未来予測にむけて
再編成し不完全な部分を補うことにより，
安全で安定した社会の維持に貢献すること
を目的とする．

３．研究の方法
(1) 地形・表層地質情報に基づく近未来予測手

法のレビュー：従来から実施されてきた地
形・表層地質情報に基づく近未来予測手法
の事例を収集し，データの質と量，予測手
法，予測の有効性につき資料を収集し，体
系的に整理する．

(2) 従来の研究からの経緯で特に重要な既存施
設である 14C 年代測定装置および関連装置，
およびテフラ分析装置の性能を維持し効率
よく年代測定を実施する．

(3) 従来の年代推定手法を補完して近未来予測
に有効な手法について調査し，手法間比較
のための試験的な測定・分析を外注ベース
で行って，本研究に活用するためのフィー
ジビリティを検討する．

(4) 地形・表層地質情報にもとづく突発的自然
事象や環境変動の高精度近未来予測の実証
研究を実施するためのフィールドを選定し
て詳細な調査，資料収集，分析を行う．

４．研究成果
(1) 加速器質量分析計をもちいた放射性炭素同

位体年代を高精度に行って火山噴火年代を
正確に推定し，噴出物を包含する堆積物か
ら噴火現象の環境影響評価を行い，気候変
動に伴う環境変動と，それに影響を与える
噴火活動による環境変化をあわせて解明し
た．また，ウイグルマッチング，ベイズ理
論による年代推定の改良を推進して実用に
供した．

(2) 関東地方・九州地方とその周辺においてテ
フラ層と種々の地形と表層地質情報のデー
タを収集し，100 年〜 100000 年スケール
で火山活動史，海面変化史，断層活動史を
詳細に解明しテフラ層とその高精度年代に
基づく近未来予測について検討を行った．

(3) サンゴ年輪とサンゴ礁コアの解析による
10--100 年オーダーの古環境の高精度復元
を行い，さらにサンゴ年輪の窒素同位体比
の解析によって，湧昇や人為活動の変動を
復元する手法開発や，海面変動や波浪場の
環境を復元することに成功した．

(4) 2004 年インド洋大津波被災地域の自然環
境を表層地質および 14 Ｃ年代測定結果に基
づいて解明し酸性硫酸塩土壌の分布との関
係を検討し，またサンゴを示標とした長期
的な地殻変動とその発生時期を検討した．
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